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スモールワールド・コーヒーアワー Small World Coffee Hour 

2019 年度 活動報告 

総合文責：梅本涼 

 

1. 団体紹介  

 Small World Coffee Hour はイベント「Small 

World Coffee Hour」（以下、コーヒーアワー） を

企画・運営する団体である。留学生・日本人学生

を問わず、様々な所属・学年の人が出会い繋がる

ことのできる場を提供することを目的として、

2005 年後期に発足した。以降、イベント内容に工

夫を凝らし、組織運営を円滑化することで、今年

度まで 10 年以上継続するに至っている。  

 

1.1 理念  

 留学生や国内学生をはじめとする様々な文化的背景を持つ人たちに、学内での交流の

場を提供することを目的としている。それぞれの文化的背景を考慮した、誰もが楽しめ

るイベントを行えるよう心掛けている。  

 

1.2 特徴 

・有志の学生が中心となって活動している。（学

部・学年・国籍は問わない）  

・誰でも参加できるオープンなイベントを月に 1 

度のペースで開催できるよう企画・運営をして

いる。  

・イベントでは、参加者同士が話すきっかけとな

るようなテーマやアクティビティを実施してい

る。  
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2. 活動紹介  

2.1 活動について 

2.1.1 ミーティング 

 週に 1 度の頻度で行い、企画書をもとにして、その月のコーヒーアワーのテーマや内

容、役割分担、会場のレイアウトなどを決めている。各ミーティングでは、議事録を作

成し、参加できなかったメンバーも内容を共有できるようにしている。  

 

2.1.2 広報活動 

 各イベントのポスターを、各学部および研究科・国際教育交流センター・生協・食堂・

中央図書館などに掲示した。コーヒーアワーの Facebook、Instagram ページでイベン

トごとにイベントページを作成し、メンバーの知り合いを招待した。国際教育交流セン

ター所属の教員に、授業の中でコーヒーアワーの活動を紹介していただいた。  

  

2.2 コーヒーアワーについて 

2.2.1 当日の動き（目安）  

15:00 国際棟給湯室にてコーヒーを準備/会場で企画書に沿って設営開始  

16:15 受付開始  

16:30 イベント開始  

18:00 イベント終了、片付け  

18:30 振り返りミーティング  

  

2.2.2 本年度の工夫点  

 今年度は 5・6・７・10・11・12 月の開催とり、学期中にほぼ毎月行うことができた。

企画・準備も余裕をもって行えた月が多かった。さらに、昨年度までは毎回夕方に開催

していたが、お昼に開催する回も設けるなど、多くの人が参加できるように工夫した。 

また、6 月にはベトナムから団体で訪問してくれた高校生にも参加してもらうことがで

き、より多くの人が交流できる場にすることができた。 

 

 

３．年間行事記録 

【5 月コーヒーアワー：ボードゲーム・カードゲーム】 

文責：木村海里 

日時：5 月 31 日(金)16:30～18：00 

場所：国際教育交流センター1 階ラウンジ 

参加人数：42 名 
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イベント概要： 

カルタやトランプ、UNO といったカードゲー

ムや「ブロックス」といった陣地取りボードゲー

ムで遊ぶことを通じて会話のきっかけを作る。

カルタは読み札がひらがなで書かれているもの

を用意することで、日本語を学習している留学

生にも積極的に参加してもらうことができる。 

 

実施した感想： 

ゲームを通じて交流ができて、会話のきっか

けが多く楽しめたと思う。しかし、ルールのわか

らないゲームの場合は、ルールを理解して実際

に遊ぶのはけん玉などの企画に比べると少し難

しかったなと感じた。 

 

気付いたこと(改善点など)： 

参加者の中で留学生の割合が少なかった。考えられる可能性として時期的に中間テス

トと被ったことが挙げられる。全体の雰囲気としては、和気藹々とした様子があちこち

で見られ、また、コーヒーアワースタッフが会話を促すことでより活発な交流が行われ

ていたように感じられた。 

改善点としては 2 点ある。1 点目は、一度場所を決めてしまうとそこから移動しにく

くなってしまう点。この改善策としてワールドカフェのように最初に参加者をテーブル

に割り振り、時間入れ替え制を採用してみても良いかもしれない。2 点目は、ゲームの

ルールが分からない人もいた点。この改善策としては、簡単なものでもいいので日本語

版・英語版の説明書を用意してみるのはどうだろうか。 

 

 

【6 月コーヒーアワー：うちわ作り】 

文責：石川仁貴 

日時：6 月 25 日（火）16:30～18:00 

場所：国際教育交流センター1 階ラウンジ 

参加人数：名大生 37 人 

ベトナム高校生 20 名 （コクヨベトナムキャンパスノートキャンペーン） 

計 57 名 
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イベント概要： 

書道とうちわ作りを同時に体験できるような企

画を行った。うちわの骨組みとそれに貼りつける

だけになった台紙がセットになったものを用意

し、1 人 1 セット配る形で行った。道具は筆ペン

と絵具セットを用意した。また、練習用の半紙を

用意して、試し書きなどもできるようにした。 

 

実施した感想： 

当日はベトナムから来た高校生にも参加してい

ただき、とても盛り上がった。参加してくれた人

は、それぞれ思い思いの絵や漢字を書いて、楽し

んでくれていた。 

 

気づいたこと（改善点など）： 

参加者の皆さんが絵具のコーナーに集中してしまい、習字というテーマが薄れてしま

ったことが改善点として挙げられる。これについては、習字と絵具のコーナーをはっき

りとわけ、習字の手本や本物の筆と墨を用意することでより良いものになったと考えら

れる。 

 

 

【7 月コーヒーアワー：マシュマロチャレンジ】 

文責：長田恵梨菜 

日時： 7 月 10 日（水）16:30～18:00 

場所：国際教育交流センター1 階ラウンジ 

参加人数：25 人 

 

イベント概要： 

参加者を六人程度のグループに分け、マシュマ

ロとパスタを使って、できるだけ高いタワーを作

るグループワークである、マシュマロチャレンジ

を行った。チームを変えて、三回行った。一番高

いタワーを作れたチームには景品として、お菓子

を配った。 
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実施した感想： 

一つの課題があると、会話が必要になって、コミュニケーションが自然にとれていた

ように思う。また、ものを作り上げるという課題はチームに連帯感をもたらすので、と

てもよかった。また、ゲーム性があるので、純粋に皆楽しんでいるように見えた。 

 

気づいたこと（改善点など）：事前の準備に少し手間がかかってしまうので、当日の参

加人数に合わせて対応するのが、難しいと思われる。 

 

 

【10 月コーヒーアワー：カラーイマジネーション】 

文責：吉岡優樹 

日時：10 月 9 日(水) 12:15~14:00 

場所：国際交流教育センター１階ラウンジ 

参加人数：48 人 

 

イベント概要： 

10 色程度の色カードを 1 人 1 セット用意する。テ

ーブルに 6 人ずつ誘導し、グループを作る。トピッ

クを提示し、イメージにある色を選んでもらい、色

を選んだ理由などをグループで自由に話してもら

う。「日本」等簡単なトピックを 4 つ準備した。12:45

ごろからは、ボードゲーム、カードゲームで交流し

た。 

 

実施した感想：  

初めての昼休みからの開催で、昼休み時間中は慌ただしく感じた。後半はゆっくりと

話すことができた。翌日のミーティングにたくさんの留学生が来てくれたため、コーヒ

ーアワーに興味を持ってもらうことができた。 

 

気付いたこと(改善点など)： 

ご飯が食べられなかったという声があった。アクティビ

ティ中も食べてもらえるようにアナウンスをする、または、

食事をする人のテーブルを用意する必要がある。日本語で

話したい人と英語で話したい人が一緒のテーブルで、意思

の疎通が難しいことがあった。 
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【11 月コーヒーアワー：日本の遊び（カルタ・けん玉など）】 

文責：木村海里 

日時：11 月 13 日(水)12:15～14：00 

場所：国際教育交流センター1 階ラウンジ 

参加人数：40 名 

 

イベント概要： 

日本の伝統的な遊びを通じて、留学生と日本人学生の交流を図ることを目的にイベン

ト作りを行った。多くの留学生にとってけん玉やカルタ、コマなどで遊ぶのは初体験で

あることが予想されたので、各ブースに 1 人から 2 人程度スタッフを配置し、留学生に

とってゲームや遊びやすい環境を整えることを意識。また、留学生と交流を行いたいと

思っている日本人学生にとっても、ゲームを通じて意思の疎通が図れ、そこから徐々に

会話につながることも考慮した。 

 

実施した感想： 

日本の遊びがテーマだったので、参加してくれた留学生に日本の学生がやり方を教え

てあげるというようなきっかけが多くて、交流しやすかったと思う。けん玉やコマなど

は比較的一回行うのにかかる時間が少ないため、流動的に色々な遊びを体験したり、多

くの人と話すことができて多くの人が楽しめていたと感じた。 

 

気付いたこと(改善点など)： 

けん玉と将棋が留学生に非常に人気だった。けん玉に関しては、コマなどと比べ小難

しい技術が必要とされず、簡単に行えるという点で人気が高かったように感じた。将棋

に関しては、各駒に漢字が書かれているので、漢字の勉強にもなるし、チェスの要領で

戦えるので、ルールとしても分かりやすいようだった。 

 ただ、将棋は二人でしか行えないこと、一戦一戦に時間がかかってしまうので将棋を

やりたい人全員ができたのか不安が残った。今後は、もう少し将棋盤と駒を増やしても
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良いかと思われる。最終的には、参加者みんなが和気藹々とした雰囲気で会話やゲーム

を行っている姿を見ることができた。会話のきっかけとしてこういったゲームを取り入

れるというのは有効なものであるように思う。 

 

 

 

 

【12 月コーヒーアワー：おにぎりアワー】 

文責：木村海里 

日時：12 月 18 日(水)12:15~13：00 

場所：国際教育交流センター1 階ラウンジ 

参加人数：48 名 

 

イベント概要： 

南部生協に 2 升分の白米を用意してもらい、

それを参加者に配膳しおにぎりを作って、食べ

た。白米の量も限りがあるので、あらかじめ参

加者の人数には上限を定め、予約フォームから

予約をしてもらい、先着順とした。なお、参加

者の中には宗教上の理由で食べられない食材

がある人もいることを考慮し、おにぎりに混ぜ

る具材の確認を徹底して行った。 

 

実施した感想： 

おにぎりを作る企画ということで、コーヒーアワーでは初めての試みだったけれども、

多くの人が参加してくれて楽しんでくれていたと思う。おにぎりを作った後には、ブル

ーシートの上で座っておにぎりを食べていたので、留学生とじっくり話すのを楽しめた

人も多かったのではないかと思う。 

 

気付いたこと(改善点など)： 

食事の場所として、ブルーシートを広げてそこに座っ

ておにぎりを召し上がっていただいたのだが、みんなで

座って丸くなって食べるというのは、お互いの距離を縮

めるようで、会話を楽しんでいる姿を見ることができた。

さらに、後から遅れて参加してきた人も、その輪の中に

すっと入り込むことができており、良い環境であったと
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思う。 

 しかし、やはり座っているということもあって、移動がしづらいためか、一度固まっ

てしまうとそこから動きづらい(出づらい)ようで、色んな人と会話をしたい参加者にと

ってはもしかしたら不便さを感じたかもしれない。今後の改善点としたい。 

 机にサランラップを引いていたことで、片付けが非常にスムーズに行うことができた。

やはり、ふりかけなどが多くこぼれていたので、事前にこのような対応策を講じていた

ことは良かったと思う。 

 

４．メンバー紹介 

木村海里 経済学部経済学科 3 年 

参加者皆さんが楽しめるような国際交流の場を作ることを心掛けています。 

スタッフメンバーも多様性に富んでいて、一緒にいるだけで楽しいです！ 

 

石川仁貴 工学部機械航空宇宙工学科 3 年 

今年度の５月からコーヒーアワーに参加させてもらい、イベントの段取りや準備、簡単

な司会など、多くのことを経験させてもらえました。 

 

吉岡優樹 工学部環境土木・建築学科 4 年 

コーヒーアワーの知名度を上げて、誰でも気軽に参加できるイベントにしたいと思いま

す。 

 

梅本涼 工学部機械航空宇宙工学科 3 年 

コーヒーアワーを通じて多くの人と交流できて楽しいです。今後も楽しいコーヒーアワ

ーを作ることに貢献していきたいと思います。 

 

崎啓人 工学部マテリアル工学科 3 年 

おにぎり作りが楽しかったです！ 
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ミカイル サラフィ 国際言語センター 日本語・文化研修生 

色々な文化を触れることが好きで、コーヒーアワーを通じて日本人と外国人の友達を作

りたいと思います。 

 

長田恵梨菜 法学部 3 年 

ゆるゆると自分のやってみたいイベントをできて、留学生や色んな学部の人と知り合う

ことができて、とても楽しいです。 

 

岩崎絵里加 情報学研究科社会情報学専攻 修士 2 年 

パスタタワーの企画が楽しかったです！新しいスタッフが入り、新しい企画に取り組み、

とても刺激的でした！ 

 

山道知可 法学部法律政治学科 4 年 

先輩や後輩、参加者など多くの方々に出会え、運営側として楽しい 4 年間を過ごせまし

た！ありがとうございました！コーヒーアワーがこれからも続きますように。 

 

 

 

スモールワールド・コーヒーアワー  (Small World Coffee Hour)   

コーヒーやお茶を片手にリラックスした雰囲気の中で留学生と一般学生が出会い、文化

や学生生活に関することなどを気軽に話し合える国際交流の場を毎月（学期中）に開催

しています。楽しい文化交流の場を一緒に作ってくれる仲間を募集中です！  

 

（問い合わせ）国際教育交流センターアドバイジング部門 

（IB 電子情報館西棟 739 号室） 

        Email: isa@iee.nagoya-u.ac.jp 

URL: http://acs.iee.nagoya-u.ac.jp/program/smallworld.html 

facebook: www.facebook.com/meidaicoffeehour 


